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に

オオバギボウシと バイケイソウ（ 有毒）、ヒ メ ザゼンソウ（ 有毒）

ら 側脈が出ていますが、

出ています。
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実際にあった事例

　 ヒメ ザゼンソウを食用のオオバギボウシと 誤認して採取し 、ゆでて食べ、中毒を起こしました。

花期のオオバギボウシ 

　 成長し た葉には長い葉

柄があります。

成長したバイケイソウ 

　 成長しても 葉柄はありま

せん。 

コ バイケイソウ（ ユリ 科） 

　 コバイケイソウはバイケイソウ

よりやや小型で、 高山や亜高山

帯の湿原に自生します。

　 バイケイソウと 同様のアルカ

ロイド を含有し、 誤食による食

中毒が起きています。

ヒメ ザゼンソウ（ サトイモ科） 

　 ヒメ ザゼンソウは北海道～本州

の多湿地に生える多年草です。 葉

は花より 先にでて、 初夏に花が咲

きます。

　 シュウ酸カ ルシウムを 含有し、

誤食すると シュウ酸カ ルシウムの

針状結晶による物理的な刺激によ

り、 唇のし びれ、 口腔内の腫れ、

胃痛などを起こします。

ヒメ ザゼンソウの展開し た葉ヒメ ザゼンソウの若い葉
（ 左上１ 枚は別植物）
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